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（５） 文化・教育分科会（文化グループ） 

 
 
 

 

将来かわごえ像(3) 提言施策(9) 事　　　　　　業(42)

①既存施設の再整備事業（重要）
②専門ホールの新設事業（重要）
③多目的ホールの整備、拡充（重要）

②国際交流推進のための人材養成事業
③外国籍市職員の採用増加施策
④国際交流支援事業（重要）

①生涯学習推進体制の整備・充実（重要）
②情報ネットワークの基盤整備（重要）

④シティカレッジの基本計画づくり

①コミュニティーの推進
②コミュニティーの活動体系の整備
③コミュニティー活動の活性化と支援
④地域づくりの自主的参加活動の支援
⑤コミュニティー施設の建設と整備充実

④川越を代表する作家の個人美術館設置
事業

①市民による文化施設の管理・運営の促進
（重要）

②誰もが一生を通じて学習機
会を持ち、社会の一員として生
きがいのある心豊かな生活が
できるまち

①チューターボランティアネットワーク（重要）

①文化施設：既存施設の再整備と
新設及びその運営について

①地域の伝統を受け継ぎ、市
民が自ら新しい文化を創造・発
信するまち

②市民レベルでの地域運営推進、
支援

②市民による文化活動プログラムの作成、
運営（重要）
③市民による「まちづくり専門家集団」の組
織化（重要）
④都市計画案の作成段階における市民参
加規定の充実と、都市計画の決定手続きに
おける市民参加規定の充実（重要）

②生涯にわたるスポーツ・レクリ
エーションの盛んな地域づくりの整
備と推進（重要）

③ふれあいと活力に満ちた地域づく
りの推進（重要）

③生涯学習関連施設の整備・拡充（重要）

①生涯学習推進体制の整備・充実
および生涯にわたる学習機会の充
実（重要）

③外国籍市民への情報提供及び、
生活支援（重要）

②図書館における外国語書籍の増加施策

④スポーツ・レクリエーション施設の建設及
び整備の充実（重要）

③スポーツ・レクリエーションの振興（重要）

②スポーツ・レクリエーションの整備（重要）

④国際交流推進事業の継続と事業
内容の充実（重要）

①芸術文化活動を通じての国際交流事業
（重要）

①健康維持の促進と体力増強の推進（重
要）

 

【分科会として扱った主なテーマ】 

生涯学習、学校教育、市民文化、国際交流、スポーツ 
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①幼児教育支援事業（重要）
②異年齢集団の育成

④多様な居場所づくり
⑤安全対策（重要）
⑥自然環境の整備・保全

①学校施設の地域での活用（重要）
②地域人材の活用（重要）
③奨学金制度の充実

⑤学力向上に寄与する図書館
⑥学校給食の見直し
⑦市立大学構想の充実
⑧教育研究所への市民参画
⑨ゆとり教育の見直し

③支え合い安心して子育て・教
育のできるまち

①子供の教育支援を行える地域環
境の整備

③２１世紀型寺子屋式学習塾構想支援事業

②学校教育の充実・教育環境の整
備

④中学校区域の自由化及び中高一貫教育
の推進
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文化 ・ 教育 分 科会 （文 化 グル ー プ）  

① 総論提言シート 「地域の伝統を受け継ぎ、市民が自ら新しい文化を創

造・発信するまち」 

 

(1)将来かわごえ像
地域の伝統を受け継ぎ、市民が自ら新しい文化を創造・

発信するまち 

理由 

社 会 環 境 の 変 化 や 地 域 で の 活 動 施 設 の 整 備 な ど に よ り 、 余 暇 時 間 を 自 分 の

生き 方 の模 索 や自 己実 現 に向 け て活 用で き る機 会 が増 大し て きて い る。一方 、

価 値 観 の 多 様 化 、 情 報 化 、 国 際 化 、 環 境 問 題 な ど に 対 応 で き る 新 た な 地 域 の

連帯 が 求め ら れて いる 。 

こ の よ う な 社 会 構 造 の パ ラ ダ イ ム シ フ ト を 背 景 に 、 自 立 的 な 市 民 層 の 台 頭

が 見 て 取 れ る 。 し か し な が ら 、 市 民 自 ら が 、 ま ち づ く り や 対 市 民 公 益 サ ー ビ

スの 提 供な ど 地域 ガバ ナ ンス の 一端 を担 う 状況 は 、わ ずか で ある 。 

「 地 方 分 権 」 と 言 う 言 葉 の 持 つ 心 地 良 さ は あ る が 、 市 民 の 自 発 的 な 相 互 扶

助的 社 会意 識 や協 調的 な コミ ュ ニテ ィー 意 識の 存 在が なく 、財政 的 な理 由で 、

一 方 的 に 公 益 的 サ ー ビ ス を 、 市 民 の 意 向 に 関 係 な く 民 間 に ア ウ ト ソ ー シ ン グ

する こ とは 、 過去 の政 治 と市 場 の失 敗を 繰 り返 す だけ のこ と とな る 。 

川 越 に は 豊 か な 自 然 環 境 と 歴 史 に 培 わ れ た 伝 統 的 な 文 化 が あ る 。 そ う し た

地域 の 伝統 文 化や 風土 を 受け 継 ぎな がら 、新し い 文化 の創 出 と発 信 を目 指し 、

市民 が 自ら 考 え行 動す る 「ま ち 」の 実現 が 求め ら れて いる 。 

市 民 自 ら が 、 持 続 可 能 な 地 域 社 会 の 確 立 を 目 指 し 、 コ ス ト を か け な い 「 ま

ち 」 の 運 営 に 取 り 組 む こ と は 、 希 薄 化 傾 向 に あ る コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 回 復 な く

し て は 実 現 不 可 能 で あ る 。 文 化 に 対 す る 学 習 機 会 の 創 出 や 、 文 化 活 動 が 活 発

に 行 わ れ る こ と は 、 文 化 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 媒 体 と し て 機 能 し 、 希 薄 化

傾向 に ある コ ミュ ニテ ィ ーの 回 復・ 再生 を 目指 す 上で も有 効 であ る 。 

さ ら に 、 そ の よ う な 自 立 的 な 市 民 や 地 域 の ま ち づ く り 協 議 会 が 発 足 し 都 市

計 画 案 の 提 案 が で き る よ う に 支 援 が 受 け ら れ た り 、 策 定 ・ 決 定 手 続 き に お い

ても 市 民参 加 が得 られ る よう 条 例に より 規 定す る こと が求 め られ て いる 。 

 

 

(2)かわごえの現状 

○良い所 

① 伝 統文 化 を大 事に し てい る 。 

・ 伝 統 的 建 造 物 群 保 存 地 区 の 都 市 計 画 決 定 し 、 国 の 重 要 伝 統 的 建 造 物 群

保存 地 区の 選 定を 受け た 。 

・国 指 定史 跡 ・河 越館 跡 の史 跡 公園 とし て の整 備 着手 

・川 越祭 り など の 伝統 あ る祭 り や 、行事 、伝 承 芸能 な どを 保 存し て いる 。  
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 ②  市民 の 文化 活動 支 援の 場 の整 備が さ れつ つ ある 。 

・美 術 館の 新 設 

・市 民 会館 、 やま ぶき 会 館、 西 文化 会館 、 南文 化 会館 など の 整備 

・東 部 、北 部 、大 東地 区 にお け る、 地域 ふ れあ い セン ター 構 想 

・ 国 際 交 流 セ ン タ ー を 設 け る な ど 、 国 外 の 友 好 都 市 、 姉 妹 都 市 と の 交 流

が行 わ れて い る。 

③ 行 政と 市 民グ ルー プ との 協 働の 場が あ る。 

④ 豊 かな 自 然に 恵ま れ てい る 。 

 

×悪い所 

①  施 策 立 案 、 策 定 、 計 画 決 定 な ど の プ ロ セ ス に お い て 、 市 民 と の 協 働 が

十 分 で あ る と は 言 え な い 。 何 を 行 う か で は な く 、 ど う や っ て 行 う か が 問

題 で あ り 、 そ の プ ロ セ ス の 様 々 な 場 面 に 市 民 が 関 わ っ て 行 く こ と が 重 要

であ る 。第 ２ 次川 越市 総 合計 画・後 期基 本 計画 に おい ても 、「 市 民と 行 政

と が 、 協 働 す る ま ち を 目 指 す 」 と 言 わ れ て は い る も の の 、 市 民 の 参 画 が

担保 さ れて い ない 。 

② 伝 統的 建 造物 群保 存 地区 の 区域 拡大 に つい て 速や かで は ない 。 

③ 民 有地 に ある 史跡 調 査が 不 十分 であ る 。 

④ 現 状施 設 の設 備的 不 備。 

⑤ 施 設利 用 の不 公平 感 があ る 。 

⑥ 情 報の 公 開、 共有 に おい て 十分 であ る とは 言 えな い。 

⑦ ユ ビキ タ スな 情報 拠 点が な い。 

⑧  行 政 が 主 催 す る 文 化 活 動 に お い て 、 活 動 状 況 な ど の 事 後 報 告 が 十 分 で

ある と は言 え ない 。広 報 活動 に おい て、 情 報が 一 方通 行で あ る。 

⑨ 都 市部 と 農村 部と の 連携 が 不十 分で あ る。 

⑩ 全 市的 に は 、自 然に 恵 まれ て いる と言 え るが 、都 市部 の緑 地 が少 な く、

街に 潤 いが 感 じら れな い 。 

⑪  国 際 交 流 事 業 の 情 報 公 開 と 市 民 レ ベ ル で の 交 流 事 業 へ の 支 援 不 足 が 感

じら れ る。 

⑫  川 越 市 は 入 間 地 区 の 中 核 で あ る の で 、 広 域 的 な グ ラ ン ド デ ザ イ ン を 考

える 「 地域 デ ザイ ンセ ン ター 」 があ って も いい の では ない だ ろう か 。 

 

 

(3)将来かわごえ像を実現するための知恵（施策） 

① 文 化施 設 ：既 存施 設 の再 整 備と 新設 及 びそ の 運営 につ い て 

② 市 民レ ベ ルで の地 域 運営 推 進、 支援 

③ 外 国籍 市 民へ の情 報 提供 及 び生 活支 援 事業 （ 重要 ） 

④ 国 際交 流 推進 事業 の 継続 と 事業 内容 の 充実 （ 重要 ） 
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＜キ ー ワー ド ＞ 

アフ ォ ーダ ン スの 良い ま ちづ く り  

ユビ キ タス   

ＩＴ の 活用   

ユニ バ ーサ ル ・デ ザイ ン   

パラ ダ イム シ フト   

ソー シ ャル ・ ガバ ナン ス   

持続 可 能な 地 域社 会づ く りを 目 指し た取 り 組み   

コミ ュ ニテ ィ ーの 回復    

地域 の ネッ ト ワー ク  

文化 財 的な 建 築や 人材 な ど、 ま ちの 資産 の 有意 義 な活 用  

都市 と 農村 の 連携 と共 存   

ボラ ン ティ ア ・NPO・NGO など の 果 たす 役 割  

コス ト をか け ない 「ま ち 」の 運 営  

民・ 学 ・官 の 協働   

市民 参 加の ま ちづ くり 条 例  

 

 



 133

I 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

①  文 化 施 設 ： 既 存 施 設 の 再 整 備 と

新設 及 びそ の 運営 につ い て  
分科 会 名  

文化・教育分科会 

（文化グループ） 

理   由  

社 会 環 境 や 生 活 環 境 の 変 化 、 価 値 観 の 多 様 化 等 に よ り 、 既 存 施

設 の 設 備 内 容 や 規 模 は 、 市 民 が 行 い た い 文 化 活 動 や 、 よ り 質 の 高

い芸 術 文化 を 享受 した い 環境 と して は不 十 分で あ る。  

誰 も が 、 い つ で も 、 ど こ で も 楽 し め る 機 会 が 持 て る ハ ー ド と ソ

フト 両 面で の 環境 整備 が 必要 。  

現   状  

市 民 の 文 化 活 動 へ の 欲 求 は 年 々 高 ま り を 見 せ て い る が 、 そ れ に

伴 う 既 存 施 設 は 、 施 設 数 も 少 な く 、 施 設 の 老 朽 化 や 設 備 内 容 の 不

備が 目 立ち 、 十分 な活 動 をサ ポ ート 出来 て いる と は言 いに く い。

具体 的 な提 言 の内 容  

No 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 
既 存 施 設 の 再 整 備

事業 （ 重要 ）  

様々 な 規模 の 既存 施設 の 見直 し を行 い、地

域 に お け る 市 民 の 文 化 活 動 を 支 援 で き る も

のか ら 、様 々 な質 の 高い 芸 術文 化 が享 受で き

る施 設 まで 、 幅広 い施 設 の整 備 を行 う。  

現在 、文化 施 設と な って い る施 設 だけ でな

く、未 利用 の 蔵や 空 き店 舗 を市 が 借り 上げ て

整 備 し 、「 文 化 活 動 拠 点 」 と し て 街 中 に 点 在

させ る。（ 市、 市 民 、企 業 ）  

短期

2 
専 門 ホ ー ル の 新 設

事業 （ 重要 ）  

様々 な 音楽 や 舞台 芸術 な ど、よ り質 の 高い

芸術 文 化を 提 供で きる 施 設の 新 設に 向け 、広

域都 市 圏の 各 市町 とお 互 いに 連 携・ 協力 し 、

ひ と つ の 都 市 圏 と し て の 発 展 を 目 指 し な が

ら、 協 議、 調 査を 行う 。（ 市 、市 民 、 企業 ）

短期

中期

3 
多 目 的 ホ ー ル の 整

備、 拡 充（ 重 要）  

市民 の 多様 な 文化 活動 を 支援 す るた め、用

途を 限 定し な い多 目的 ホ ール の 整備 と、多 様

な用 途 に対 応 でき る付 属 設備 を 充実 させ る 。

（市 、 市民 ）  

中期

 

4 

川 越 を 代 表 す る 作

家 の 個 人 美 術 館 設

置事 業  

市 立 美 術 館 に 収 蔵 さ れ て い る 川 越 ゆ か り

の 作 家 の 個 人 美 術 館 を 未 利 用 の 蔵 や 空 き 店

舗 を 市 が 借 り 上 げ て 整 備 し 、 街 中 に 点 在 さ

せ、「ま ち 」を 散 策 、回 遊 する ル ート を創 る。

中期
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II 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

②  市 民 レ ベ ル で の 地 域 運 営 推 進 、

支援  
分科 会 名  

文化・教育分科会 

（文化グループ） 

理   由  

地 方 分 権 の 流 れ の な か 、 市 民 と 行 政 が 一 体 と な り 、 地 域 の 個 性

や 主 体 性 を 発 揮 し つ つ 、 市 民 の 選 択 と 責 任 の 下 で 、 地 域 を 運 営 す

るこ と が求 め られ てい る 。  

現   状  

多 様 化 す る 市 民 ニ ー ズ に 、 行 政 だ け で は 制 度 的 に 対 応 し に く い

も の が あ る 。 市 民 と 行 政 が 一 体 と な り 、 多 様 化 す る 市 民 の 意 識 を

的確 に 把握 し 市民 の活 力 を活 か す工 夫が 求 めら れ てい る。  

具体 的 な提 言 の内 容  

No 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

市 民 に よ る 文 化 施

設の 管 理・運 営 の促

進（ 重 要）  

より 身 近で 、き め 細 か い 文 化 施 設 の 管 理 ・

運営 を 目指 し 、ボラ ンテ ィ ア的 な 関わ り方 で

市民 自 らが 管 理・運 営に 携 わる こ とが 出来 る

よう に 市民 の スキ ルア ッ プを 図 る。  

また 、文 化施 設 利用 の情 報 ネッ ト ワー クを

構築 し 、関連 情 報を 速や か に広 く 提供 する と

共に 、だれ で も 、どこ で も、い つで も、そ れ

らの 情 報を 得 られ る拠 点 の整 備 を行 う。（ 市、

市民 、 民間 団 体、 企業 ）  

短期

2 

市 民 に よ る 文 化 活

動 プ ロ グ ラ ム の 作

成、 運 営（ 重 要）  

「ま ち 」に元 気 を与 える 芸 術文 化 とス ポー

ツは 、子 ども の 頃か らそ れ らに 接 する 環境 に

ある こ とが 重 要で ある 。  

文 化 活 動 や 地 域 ス ポ ー ツ の 振 興 に あ た っ

てい る 市民 や 市民 団体 と 連携 し 、日常 的に 自

ら学 べ る機 会 を創 出す る と共 に 、より 質の 高

い 芸 術 文 化 や ス ポ ー ツ に 触 れ る こ と が で き

る 機 会 を 創 出 し 、 運 営 す る 。（ 市 、 市 民 、 市

民団 体 ）  

中期
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3 

市民 に よる「 ま ちづ

くり 専 門家 集 団 」の

組織 化 （重 要 ）  

「ま ち づく り 」に は、様々 な 分 野の 専門 的

な知 識 と経 験 が必 要と さ れる 。  

国際 化 もふ ま え 、多 様な 市 民の ニ ーズ に対

応し 、調 整を 図 り なが ら 、より 良 い まち づ く

りの 実 現に 向 け 、行 政の ま ちづ く り関 連部 門

と横 断 的に 連 携し なが ら 、市民 の 目線 で活 動

で き る 組 織 づ く り を 図 る 。（ 市 、 市 民 、 市 民

団体 ）  

短期

中期

4 

都 市 計 画 案 の 作 成

段 階 に お け る 市 民

参 加 規 定 の 充 実

と 、 都 市 計 画 の 決

定 手 続 き に お け る

市 民 参 加 規 定 の 充

実 （ 重 要 ）  

市 民 と の 協 働 に よ り 、 ま ち づ く り 条 例 を

定 め 、 市 民 に よ る 都 市 計 画 提 案 の 支 援 、 市

民 参 加 に よ る 都 市 計 画 策 定 、 決 定 手 続 き を

定 め る 。  

提案 で きる 組 織と して 、景 観 条例 に 定 める

も の 以 外 に も 、「 ま ち づ く り 協 議 会 」 な ど を

指定 し、支 援 する 。都市 計 画決 定 手続 きに お

いて は 、今回 の「 市 民会 議 」を発 展 さ せ、（ 仮

称 ）「 市 民 ネ ッ ト 」 の よ う な ネ ッ ト ワ ー ク 型

組織 を 立ち 上 げ、ま ちづ く り条 例 の適 正な 執

行を 目 指す 。（ 市 、 市民 、 市民 団 体）  

短期
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III 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

③  外 国 籍 市 民 へ の 情 報 提 供 及 び 生

活支 援 事業 （ 重要 ）  
分科 会 名  

文化・教育分科会 

（文化グループ） 

理   由  

現 在 、 国 際 化 は 、 市 民 生 活 や 地 域 社 会 に と っ て 身 近 に か か わ り

の あ る も の と な っ て 来 た 。 今 後 さ ら に 、 相 互 理 解 を 深 め 、 地 球 市

民と し て共 生 意識 を共 有 して 行 く事 を目 指 すべ き であ る。  

現   状  

地 域 社 会 の 国 際 化 が 進 み 、 外 国 籍 市 民 が 地 域 社 会 と 密 接 に 関 わ

る こ と が 多 く な っ た 現 在 、 外 国 籍 市 民 に と っ て 、 必 ず し も 近 隣 住

民 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が う ま く 図 ら れ て い る と は 言 い 難 い 状

況が あ る。  

具体 的 な提 言 の内 容  

No 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

チ ュ ー タ ー ボ ラ ン

テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー

ク（ 重 要）  

外国 籍 市民 の 国籍 は 、中 国 、ブ ラジ ル 、韓

国 、朝 鮮 を中 心 に約 ６０ か 国と 広 範囲 にわ た

って い る 。よ り 広く チュ ー ター ボ ラン ティ ア

を組 織 化し 、外 国籍 市民 へ のサ ー ビス の向 上

に努 め る。（市 、 市 民、 市 民団 体 ）  

短期

2 
図書館における外国

語書籍の増加施策 

公 共 図 書 館 に お け る 外 国 語 書 籍 の 充 実 事

業。 多 言語 化 事業 。（市 ）  
短期

 



 137

IV 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

④  国 際 交 流 推 進 事 業 の 継 続 と 事 業

内容 の 充実  
分科 会 名  

文化・教育分科会 

（文化グループ） 

理   由  

国 際 化 が 進 む 地 域 社 会 に 対 応 す る た め 、 国 際 感 覚 を や し な い 、

多 様 性 を 認 め 合 え る 社 会 を 目 指 し 、 国 際 性 の あ る 人 づ く り 、 ま ち

づく り を日 常 的な レベ ル で、 積 極的 に行 う 。  

現   状  

地 域 社 会 の 国 際 化 が 進 ん で い る と は 言 い な が ら 、 地 域 に よ っ て

様 々 な 状 況 が あ る こ と は 、 知 ら れ て い な い 。 ま た 、 一 人 一 人 の 国

際感 覚 に温 度 差が 生じ て いる こ とは 、否 め ない 。  

具体 的 な提 言 の内 容  

No 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

芸 術 文 化 活 動 を 通

じ て の 国 際 交 流 事

業（ 重 要）  

芸術 文 化を 通 じ、 感動 を 共有 す るこ とで 、

国際 感 覚を 養 い 、相互 理 解を 深 める ため 、ア

ー チ ス ト イ ン レ ジ デ ン ス 事 業 を 行 う 。（ 市 、

市民 、 市民 団 体）  

短期

2 
国 際 交 流 推 進 の た

めの 人 材養 成 事業  

海 外 の 姉 妹 都 市 と 市 民 や 教 職 員 お よ び 市

職員 の 交換 留 学制 度を 設 け 、市 民 や職 員の 国

際感 覚 を養 う。（ 市 、市 民 ）  

短期

中期

3 
外 国 籍 市 職 員 の 採

用増 加 施策  

社 会 環 境 の 変 化 に よ り 国 際 化 が 進 ん で い

る現 状 を踏 ま え 、国 際意 識 を高 め る必 要に 迫

られ て いる 。 外国 籍職 員 の採 用 増加 によ り 、

相互 理 解を 推 進す る。  

短期

4 
国 際 交 流 支 援 事 業

（重 要 ）  

国際 交 流事 業 の一 環と し て 、Ｎ Ｐ Ｏ、ＮＧ Ｏ

的 な 性 格 を 持 っ た 活 動 グ ル ー プ に 対 す る 支

援を 行 う。  

短期
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文化・教育分科会（生涯学習グループ） 

② 総論提言シート 「誰もが一生を通じて学習機会を持ち、社会の一員と

して生きがいのある心豊かな生活ができるまち」 

 

(1)将来かわごえ像
誰もが一生を通じて学習機会を持ち、社会の一員として

生きがいのある心豊かな生活ができるまち 

理由 

生 涯 学 習 の 考 え 方 は 、 幼 児 期 か ら 高 齢 期 ま で 一 貫 と す る も の で あ る 。 現 状

では 高 齢者 を 対象 とし た 生涯 学 習の 取り 組 みと 参 加は 高ま り つつ あ る。一方 、

そ れ 以 外 の 年 齢 層 に 対 す る 取 り 組 み と 参 加 は 少 な い 。 子 供 の 頃 か ら 多 く の こ

とに 興 味と 体 験の 機会 を 持た せ て生 きが い 形成 を 進め るべ き であ る 。 

趣 味 や 文 化 を 学 ぶ と 共 に 、 個 人 の 資 質 の 向 上 を 図 り 、 一 市 民 と し て 社 会 に

果た さ なけ れ ばな らな い 知識 を 学ぶ ため の 環境 整 備が 重要 と なっ て いる 。 

 

 

(2)かわごえの現状 

○良い所 

・ 行政が主導となって生涯学習事業を企画するだけではなく、「ふるさと塾」

のような市民自らが講座を企画運営するという気運も高まりつつある。 

・ 地域 に おい て は 、個人 ま たは 小 規模 な人 々 の交 流 の中 から 、さ まざ ま な

学習 活 動が 生 まれ てい る 。 

・ 歴史 や 文化 を 醸し 出す 、蔵 の町 並 み や郷 土 芸能 な ど 、歴史 文 化的 に 価値

のあ る もの が 身近 なと こ ろに あ るた め、子 供の 頃 から 歴史 文 化に 触 れら

れる 環 境が 備 わっ てい る 。 

・ 市民 は 生涯 学 習に 興味 を 示し 、学習 の場 へ の参 加 意識 が高 ま って い ると

同時 に 、その た め の数 多 くの 様 々な 講座 や 研修 会 が開 催さ れ 、特に 高 齢

者（ 女 性）の 参 加意 識が 高 く、自 らの 生 きが い づく り につ なが っ てい る 。

更に そ れら に 対す る参 加 意識 も 高ま って き てい る 。 

・ 生涯 学 習施 設 の運 営に は 、担 当 職員 が多 く の施 設 利用 者を 確 保す る ため 、

利用 者 との 相 談会 等を 行 い、ソ フト 面を 重 視し た ふれ あい 館 を導 き 出し

てい る 。 

 

×悪い所 

・ 川越 に 限ら ず 、世 代を 超 えた 交 流が 不足 し てい る 。 

・ 個人 的 な生 活 様式 が定 着 して い るた め、集 団的 な 活動 が衰 退 しつ つ ある 。 

・ 平成 １ ５年 度 の市 の施 設 事業 を 県平 均お よ び他 市 と比 較し た 結果 、コミ

ュ ニ テ ィ ー 施 設 と ス ポ ー ツ 施 設 （ 生 涯 学 習 の 場 ） は 標 準 値 以 下 で あ る 。
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この こ とは 地 域人 間形 成 をよ り 一層 衰退 さ せる 要 因と なっ て いる 。 

・ 市 は 生 涯 学 習 事 業 が 地 域 を 根 源 と し た 人 づ く り に 重 要 な 事 業 で あ る こ

との 認 識を 欠 いて いる 。この こ とが 施設 づ くり を 大き く後 退 させ て いる 。

また 、各地 域 にお いて は 学習 を 学ぶ 施設 が 貧困 で あり 、ま た 、多 種 の学

習等 の 日程 が 重な り、 十 分な 施 設利 用が 図 れて い ない 。 

・ 若年 層 や子 育 てを して い る親 達 は、それ ぞ れ目 的 を持 った 学 習に 多 忙な

ため 、 地域 の 集団 的学 習 活動 に 参加 する こ とが 希 薄と なっ て いる 。 

・ 市 で 開 催 す る 講 座 等 は 一 般 教 養 や 趣 味 の 範 ち ゅ う に 属 す る も の が 多 い 。

また 、初 級程 度 の もの が 多く 、学 習 の継 続 や発 展 につ なが る 系統 付 けた

講座 が 少な い 。 

・ 学習 の 成果 を 発表 する 場 や、そ れを 活用 す る機 会 が地 域で 積 極的 に 行わ

れて い ない 。 また 活用 さ せる 仕 組み や体 制 づく り が不 十分 で ある 。 

・ 学習 に 関す る 事業 につ い ては 、各 事 業ご と に窓 口 が異 なっ て おり 、生 涯

学習 事 業全 体 の位 置付 け や役 割 等の 検討 が 行わ れ てい ない 。この こ とは

情報 提 供が 不 透明 にな り 、円滑 な 情 報提 供 が図 ら れて いな い こと で 、現

状を 重 要視 し た施 策事 業 とは な って いな い 。 

・ 世代 や 性別 を 問わ ず体 力 の減 退 は進 み、か つ運 動 能力 も低 下 の一 途 をた

どり 、 市民 の 健康 を脅 か す状 況 とな って い る。 

 

 

(3)将来かわごえ像を実現するための知恵（施策） 

①  生 涯 学 習 推 進 体 制 の 整 備 ・ 充 実 お よ び 生 涯 に わ た る 学 習 機 会 の 充 実

（重 要 ） 

② 生 涯に わ たる スポ ー ツ・レ クリ エー シ ョン の 盛ん な地 域 づく り の整 備

と推 進 （重 要 ） 

③ ふ れあ い と活 力に 満 ちた 地 域づ くり の 推進 （ 重要 ） 
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I 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

① 生涯学習推進体制の整備・拡充お

よ び 生 涯 に わ た る 学 習 機 会 の 充 実

（重要） 

分科会名 
文化・教育分科会 

（生涯学習グループ）

理   由  

近 年 、 生 活 様 式 や 一 人 ひ と り の 価 値 観 の 多 様 化 に よ り 、 家 庭 や

地 域 で の 生 活 環 境 は 、 そ れ ぞ れ の 生 活 様 式 も 独 立 型 生 活 様 式 に 大

きく 移 行し て いる 。  

市 民 が 豊 か な 社 会 生 活 を 営 む に は 、 幼 児 か ら 高 齢 者 が 、 一 生 を

通 じ て 学 習 を 得 、 社 会 の 一 員 と し て の 教 養 や 資 質 を 高 め 、 共 存 ・

共 栄 の 芽 生 え た 協 働 参 加 ・ 参 画 の あ る 生 涯 学 習 の 推 進 を 図 り 、 生

き が い 豊 か な そ し て 活 気 あ る 生 涯 学 習 を 推 進 す る 体 制 づ く り が 必

要で あ る。  

現   状  

各 種 の 講 座 講 習 は 充 実 し つ つ あ る が 、 ま だ 趣 味 や 文 化 に 偏 り す

ぎ て お り 、 小 規 模 の 活 動 で 推 移 し て い る 。 誰 し も 学 習 の 主 旨 を 認

識 で き な い 状 況 の 中 で 活 動 し 、 内 容 も パ タ ー ン 化 さ れ た も の が 多

く、 社 会的 問 題を 取り 上 げた 講 座講 習は 少 ない 。  

一 方 で 集 団 の 場 で 誰 も が 学 び 、 日 々 の 生 き が い と し た い 人 も 大

勢 存 在 し て い る が 、 そ れ ら の 人 々 が 交 流 す る 場 や ふ れ あ い の 場 、

指 導 す る 場 の 施 設 が 不 足 し て い る 。 そ れ に よ っ て 参 加 を 得 る 機 会

を欠 い てい る 。  

更 に 地 域 間 や 世 代 間 で 学 習 の 機 会 の 均 等 も 図 ら れ て い な い 。 ま

た 社 会 の 情 報 の 高 度 化 に よ り 、 多 岐 に わ た る 情 報 サ ー ビ ス の 敏 速

化が 求 めら れ てい る。  

具体 的 な提 言 の内 容  

No 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

情報 技 術の 学 習推 進 、各 種 コン ピ ュー ター

の定 期 講習 会 、地 域情 報 指導 者 の養 成（ 市 、

市民 ）、人 材 バン ク への 登 録と 情 報提 供（市 、

市 民 、 民 間 団 体 ）、 活 動 で き る 場 所 の 登 録 と

情 報 提 供 （ 市 、 企 業 ）、 人 材 の 育 成 （ 市 、 市

民、 民 間団 体 ）  

短期

1 
生 涯 学 習 推 進 体 制

の整 備・充 実（重 要） 

総合 窓 口の 設 置と 活用 、人 材バ ン ク登 録者

の出 張 定期 派 遣 、特殊 専 門家 の 派遣 整備 、普

及指 導 者の 地 域配 置整 備 、出張 指 導者 の派 遣

地の 整 備（ 市 ）  

中期
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2 
情 報 ネ ッ ト ワ ー ク

の基 盤 整備 （ 重要 ） 

施設 の 予約・情 報 のオ ン ライ ン 化 、行政 情

報サ ー ビス 中 核管 理機 能 の整 備 、行政 情報 貸

出プ ロ グラ ム の整 備 、行 政・学 校・地 域と の

ネッ ト ワー ク の基 盤整 備  （ 市 ）  

中期

既存 施 設の 見 直し 事業 、防 音工 事 等の 補修

事業 、市 民に よ る 委託 管 理の 推 進 、公共 施 設

の一 元 管理 と 利用 料の 低 額設 定 の推 進 、地 域

学校 開 放教 室 の新 設 、既 成 自治 集 会所 の改 善

整備 、民 間施 設 の 活用 助 成 、既 成 公 共施 設 の

利用 種 目見 直 し事 業 、学 校 施設 の 開放 時間 帯

の拡 大 、学校 休 業 日の 特 殊教 室 の開 放 、民 間

施設 の 活用 、公共 施 設の 貸 出見 直 し事 業（ 市、

市民 、 企業 ）  

短期

3 
生 涯 学 習 関 連 施 設

の整 備・拡 充（重 要） 

生涯 学 習セ ン ター の建 設 、既存 施 設へ の生

涯 学 習 フ ロ ア ー の 設 置 、 地 域 型 図 書 館 の 新

設、 地 域公 民 館の 整備 （ 市、 企 業）  

長期

4 
シ テ ィ カ レ ッ ジ の

基本 計 画づ く り  

基本 実 施計 画 づく り 、勉 強 の場 の 推 進 、生

涯教 育・生涯 学 習 の拠 点 づく り の促 進 、学 習

アド バ イザ ー の育 成指 導 （市 ） <継 続 事業 > 

短期
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II 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

②  生 涯 に わ た る ス ポ ー ツ ・ レ ク リ

エ ー シ ョ ン の 盛 ん な 地 域 づ く り の

整備 と 推進 （ 重要 ）  

分科会名 
文化・教育分科会 

（生涯学習グループ）

理   由  

市 民 の 誰 も が 、 心 身 共 に 豊 か な 生 活 を 迎 え る た め に は 、 生 涯 ス

ポー ツ・レ クリ エ ーシ ョ ンを 通 じて 、「健 康・生き が い・仲 間」づ

くり の 促進 を 図る こと が 大切 で ある 。  

そ れ に は 身 近 な 場 所 で 、 い つ で も 、 ど こ で も 、 い つ ま で も 、 気

軽に ス ポー ツ・レク リエ ー ショ ン に親 しむ 場 が持 て るこ とで あ り、

地域 の 整備 と 推進 が重 要 であ る 。  

現   状  

物 の 豊 か さ を 迎 え て い る 中 で 、 人 々 の 価 値 観 や 行 動 は 多 岐 多 様

とな り 、スポ ー ツに 取り 組 む姿 勢 は集 団か ら 個人 に 移行 して い る。

ま た 、 身 近 な 場 所 で 大 勢 の 人 々 が 集 ま り ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ

ョン を 楽し む 施設 整備 も 遅滞 し てい る。  

楽 し み な が ら 体 を 動 か し 運 動 す る 機 会 の 充 実 に よ り 、 体 力 や 運

動能 力 の増 進 ・維 持を 図 るこ と が必 要で あ る。  

具体 的 な提 言 の内 容  

No 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

健 康 維 持 の 促 進 と

体力 増 進の 推 進（重

要）  

ス ポ ー ツ フ ェ ス タ 開 設 （ 市 、 企 業 ）、 地 域

ス ポ ー ツ 案 内 ニ ュ ー ス の 発 行 （ 市 ）、 再 ・ 体

力 テ ス ト の 推 進 （ 市 ）、 再 ・ 地 域 （ 自 治 会 ）

単 位 の 体 操 運 動 の 促 進 （ 市 民 、 市 ）、 健 康 ス

ポー ツ 教室（ 展示 コ ーナ ー ）開 設 と促 進（市 、

企業 ）、 健 康ス ポ ー ツ出 張 教室 の 推進 （市 ）、

地域 体 育協 力 員の 向上 と 活用 の 充実（ 市、市

民）  

短期

近 隣 ス ポ ー ツ レ ク リ エ ー シ ョ ン の 施 設 支

援 （ 市 、 市 民 ）、 地 域 （ 自 治 会 ） 単 位 毎 の 屋

外 公 園 の 整 備 （ 市 ）、 民 間 ス ポ ー ツ レ ク リ エ

ーシ ョ ン施 設 の活 用支 援 （市 ）  

中期  

2 

ス ポ ー ツ ・ レ ク リ

エ ー シ ョ ン の 整 備

（ 重 要 ）  
スポ ー ツ遊 戯 施設 の建 設 計画（ 市 、企 業）、

「水 と 緑と 遊 びの ロー ド 入間 川 」の整 備計 画

（市 、 企業 ）  長期
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スポ ー ツ振 興 実施 計画 の 策定（ 市 、市 民）、

ス ポ ー ツ 情 報 提 供 サ ー ビ ス の 充 実 （ 市 、 市

民 ）、 ニ ュ ー ス ポ ー ツ の 普 及 と 指 導 の 充 実

（市 ）スポ ー ツ種 目 の講 座 講習 会 の推 進（ 市、

市民 、 企業 ）  

短期

スポーツリーダー養成の推進（市、市民組

織）、市民スポーツ大会開催の拡充（市、市民）
短期

中期

3 

ス ポ ー ツ ・ レ ク リ

エ ー シ ョ ン の 振 興

（ 重 要 ）  

スポ ー ツ指 導 者の 育成 と 指導 の 充実（ 市）、

体 育 協 会 の 強 化 と レ ク リ エ ー シ ョ ン 協 会 の

独立 の 推進 （ 市、 市民 組 織）  
中期

学 校 開 放 の 施 設 整 備 の 改 善 （ 市 ）〔 実 施 時

期は 短 期〕  

水 上 公 園 （ 温 水 プ ー ル へ の ） 改 善 事 業 促 進

（市 ）、地 域 毎 スポ ーツ 公 園の 設 置（ 市）〔 実

施時 期 は長 期 も含 む〕  

中期

4 

スポ ー ツ・レ ク リエ

ー シ ョ ン 施 設 の 建

設 及 び 整 備 の 充 実

（重 要 ）  
地域 毎 スポ ー ツセ ンタ ー の建 設 計画（ 市）、

ス ポ ー ツ 学 習 セ ン タ ー の 建 設 （ 市 、 企 業 ）、

民 間 ス ポ ー ツ セ ン タ ー 活 用 計 画 （ 市 ）、 入 間

川ウ ォ ータ ー 野外 スポ ー ツ公 園 新設（ 市、県、

企業 ）  

長期
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III 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

③  ふ れ あ い と 活 力 に 満 ち た 地 域 づ

くり の 推進 （ 重要 ）  
分科会名 

文化・教育分科会 

（生涯学習グループ）

理   由  

物の 豊 かさ は 、一人 ひと り の生 活 様式 を大 き く変 貌 させ てい る。

ま た 核 家 族 化 の 進 行 に よ り 地 域 と の つ な が り が 希 薄 に な っ て い

る 。 そ れ は 、 人 間 形 成 を 大 き く 変 え 、 人 間 本 来 の 共 存 ・ 共 栄 と い

う地 域 社会 の 生活 の本 質 をも 失 う営 みと な って い る。  

魅 力 あ る ま ち を 形 成 す る に は 、 地 域 づ く り が 根 源 で あ り 、 地 域

で 生 活 を 営 む 一 人 ひ と り が 共 に 助 け 合 い ・ ふ れ あ い ・ 憩 う こ と が

人々 の 活力 を 導き だせ る ので あ る。  

現   状  

市 民 の 「 豊 か な ま ち に 住 み 続 け た い 」 と い う 欲 求 を 満 た す に は

程 遠 い ま ち と な っ て い る 。 か つ て 見 ら れ た 「 向 こ う 三 軒 両 隣 の 家

族 的 付 き 合 い 、 ま た 井 戸 端 会 議 等 」 の 共 存 ・ 共 栄 の 助 け 合 い や ふ

れ あ い と い う 人 間 形 成 の 基 盤 そ の も の が 失 わ れ て い る と 思 わ れ

る。  

現 在 、 人 々 の ふ れ あ い や 人 間 形 成 の 重 要 性 を 再 生 さ せ る た め の

取 り 組 み は 見 ら れ る が 、 市 民 一 人 ひ と り の 真 の 参 加 ・ 参 画 と な っ

てい な い。  
具体 的 な提 言 の内 容  

No 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 
コ ミ ュ ニ テ ィ ー の

推進  

学校・地域・家庭 の 合同 イ ベン ト 企画 促進 、

異世 代 間・異 年 齢 間の 交 流 、地 域 で の子 供 の

居場 所 づく り、三 位（ 学校・地 域・家庭 ）の

交流 促 進、 安 心し て子 育 て出 来 る環 境整 備 、

地域 で の親 子 教室 の推 進 、国際 性 の 人・街 づ

くり と 異文 化 交流 促進 、在 住外 国 人と の交 流

イベ ン トの 推 進 、地 元留 学 生と 子 供達 のふ れ

あい 学 級、 留 学生 と中 高 生と の 共同 研究  

（市 、 市民 、 学校 、民 間 団体 ）  

短期
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2 
コ ミ ュ ニ テ ィ ー の

活動 体 系の 整 備  

総合 行 政情 報 シス テム の 確立 、職 人奉 仕者

バン ク の整 備 、コミ ュニ テ ィー 活 動の 地域 別

実態 調 査 、地 域 コミ ュニ テ ィー 活 動の ホー ム

ペー ジ づく り 、地域 コミ ュ ニテ ィ ー普 及指 導

者の 育 成整 備 、出 張ボ ラ ンテ ィ アの 設立 、地

域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 活 動 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く

り 、意 識 啓発 活 動 指導 者 の配 備 、自 主的 活 動

の支 援 形態 づ くり 、情報 技 術の 整 備と 運用 の

確立  （市 、 市民 ）  

短期

3 
コ ミ ュ ニ テ ィ ー 活

動の 活 性化 と 支援  

子供 と 大人 の ふれ あい 事 業 、地 域 交流 学習

の推 進 、専門 職 奉仕 者や 地 元ボ ラ ンテ ィア に

よる 学 校体 験 科目 への 編 入と 養 成 、街・地 域

ぐる み の交 流 イベ ント の 推進 、各 地域 のま つ

りや 運 動会 へ の支 援と 促 進 、全 市 民参 加の 運

動 会 や 球 技 大 会 の 推 進 、 地 域 リ ー ダ ー の 養

成 、 子 供 の 頃 か ら の リ ー ダ ー 養 成 の 環 境 整

備 、地 域 毎種 目 別 指導 者 の名 簿 整備 、自主 的

活動 の 支援 事 業 、専 門的 な 伝統 文 化を 継承 す

るた め の定 期 的な 学習 活 動の 普 及 、発 表の 場

と し て の 市 民 文 化 祭 や 地 域 文 化 祭 の 開 催 と

支援  （市 、 市民 、学 校 、民 間 団体 ）  

短期

4 
地 域 づ く り の 自 主

的参 加 活動 の 支援  

地域 ふ れあ い 促進 事業 の 支援 活 動 、ま ちづ

くり の 参画 の 地区 計画 の 促進 、地 域の 目玉 創

作キ ャ ンペ ー ンの 推進 、地 域集 団 行事 の支 援

活動 、文 化関 係 者 等の 登 録制 度 の促 進 、地 域

活動 ボ ラン テ ィア の育 成 支援（ 市 、市民 、民

間団 体 ）  

短期
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地域 多 目的 ホ ール の建 設 及び 施 設整 備 、既

存施 設 の活 用 方法 の整 備 、既存 施 設の 改善 改

修促 進 、地域 コ ミュ ニテ ィ ー施 設 の代 替施 設

づく り 、民間 ビ ル や空 き 家 、空 き 地 の借 用 促

進 、民 間 コミ ュ ニ ティ ー 施設 の 借用 促進 、民

間コ ミ ュニ テ ィー 施設 の 利用 助 成の 促進 、民

間 居 住 ビ ル 建 設 時 の 行 政 負 担 の 公 共 事 業 付

随促 進 事業 、既 存公 共施 設 位置 コ ミュ ニテ ィ

ー施 設 の増 設 （市 、企 業 ）  

短期

長期

5 
コミュニティー施設

の建設と整備充実 

生 活 道 の 改 善 整 備 及 び コ ミ ュ ニ テ ィ ー 建

設計 画 、狭 小 道路 の一 部 ポケ ッ トパ ーク 化 、

狭小 道 路に ポ ケッ トパ ー ク街 路 樹の 設置 、民

間 ビ ル 建 設 時 に 出 入 り 口 廻 り に 広 場 の 設 置

の促 進 、空き 地・空き 家 の率 先 購入 促進 、遊

歩道（ コ ミュ ニ テ ィー 道 路 ）の 促 進（ 散歩 道

計 画 ）、 狭 小 道 路 隅 切 り 事 業 の 促 進 、 自 治 会

毎 の 公 園 確 保 、 民 間 休 耕 地 の 仮 農 園 推 進 事

業 、大 規 模遊 園 地 建設 計 画 、川 越 市 こど も 動

物園 建 設計 画 、コミ ュニ テ ィー 会 場の 建設 計

画（ 市 、企 業 ）  

長期
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文化・教育分科会（学校教育グループ） 

③ 総論提言シート 「支え合い安心して子育て・教育のできるまち」 

 

(1)将来かわごえ像 支え合い安心して子育て・教育のできるまち 

理由 

 近 年 、 少 子 化 ・ 核 家 族 化 は さ ら に 進 み 、 共 働 き の 家 庭 は 増 加 し 、 地 域 と の

関係 は ます ま す希 薄に な って い る。 

 人 間 形 成 の 基 本 的 段 階 で あ る 幼 児 ・ 低 学 年 の 教 育 こ そ 最 重 要 課 題 で あ る と

考 え る 。 地 域 で 子 育 て を す る と い う 基 本 理 念 の も と 、 近 隣 の 住 民 が 共 に 支 え

合 い 安 心 し て 子 育 て ・ 教 育 の で き る ま ち こ そ 、 こ れ か ら の 自 治 体 に 求 め ら れ

るま ち づく り の姿 であ る と考 え る。 

 

 

(2)かわごえの現状 

○良い所 

・い ろ んな 施 策を やろ う とす る 姿勢 には 一 定の 評 価す る。 

 

×悪い所 

・縦 割 り行 政 の伴 う、 関 連部 署 との 連携 が 十分 に 図ら れて い ない 。 

・施 策 の優 先 順位 にも 問 題が あ る。 もっ と 教育 的 視点 が必 要 であ る 。 

・子 育 てが 福 祉の 色合 い に染 ま りす ぎて い る。 

 

 

(3)将来かわごえ像を実現するための知恵（施策） 

① 子 供の 教 育支 援を 行 える 地 域環 境の 整 備 

② 学 校教 育 の充 実・ 教 育環 境 の整 備 
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I 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

①  子 供 の 教 育 支 援 を 行 え る 地 域 環

境の 整 備  
分科会名 

文化・教育分科会 

（学校教育グループ）

理   由  

少 子 化 等 の 諸 課 題 を 抱 え る 現 在 の 社 会 状 況 を 考 え る 時 、 ま ち づ

く り に は 、 安 心 し て 子 育 て が で き る 環 境 の 整 備 が 、 緊 急 で 重 要 な

政策 で ある 。  

人 間 形 成 の 基 本 的 段 階 で あ る 幼 児 教 育 こ そ 最 重 要 課 題 で あ る と

考 え る 。 希 薄 に な っ て い る 地 域 と の 係 わ り を 深 め 、 地 域 で 子 育 て

を支 え る環 境 の整 備こ そ 喫緊 の 課題 であ る と考 え る。  

＊  こ こで 言 う地 域 とは 自 治会 規 模の 近隣 を さす 。  

現   状  

現 状 で は 、 地 域 で 支 え 合 い 幼 児 教 育 ・ 子 育 て を し て い く た め の

施策 は 方針 だ けに とど ま って い る。  

ハ ー ド 面 ・ ソ フ ト 面 共 に 不 十 分 で あ り 、 具 体 的 な 整 備 ・ 支 援 が

必要 で ある 。  

具体 的 な提 言 の内 容  

No 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 
幼 児 教 育 支 援 事 業

（重 要 ）  

・ 子育 て 支援 サ ポー ター 制 度 

＊自 治 会規 模 での 対応 を 図り 、子 育 て 相談

員(子育 て 経験 者)等 を置 く 

・ 子育 て ひろ ば の設 置（ 屋 内外 ） 

＊自 治 会館 や 空き 教室 を 利用 

＊わ ん ぱく 広 場的 な公 園 の整 備 

・保 育 園入 園 待機 児の 即 時解 消 を図 る 

・ 育児 研 修事 業 

＊ 新 米パ パ ・マ マ や中 高 生が 対 象  

・ 幼保 一 元化 （ 一体 化） の 早期 実 現 

・ 幼保 小 の連 携 促進 

＊ 子 供に 関 する 情 報の 共 有化 を 図る 

・一 時 預か り 保育 の充 実    （市 /市民 ） 

短期

2 異年 齢 集団 の 育成  ・学 童 保育 室 を地 域に 開 放す る   （ 市）  短期
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２ １ 世 紀 型 寺 子 屋

式 学 習 塾 構 想 支 援

事業  

・ 小 学 生 を 対 象 と し 、 基 礎 学 力 （ 読 み ・ 書

き・ 計 算） 習 得を 目的 と する  

・ 塾 は 自 治 会 単 位 で 組 織 し 、 中 高 齢 者 の 地

域人 材 を講 師 とし て活 用 する  

・ 日本 の 伝統 文 化を 次世 代 に伝 え 、人 間的  

成長 を 手助 け する 講座 も 進め る  

・ 事業 展 開は 、 市の 支援 を 得て Ｎ ＰＯ 主体  

の展 開 が望 ま しい   （ 市 /市 民 /Ｎ ＰＯ ）

短期

4 多様な居場所づくり 

・ 子 供 た ち が 自 由 に 活 動 で き る ス ペ ー ス を

確 保 す る と 共 に 、 必 要 に 応 じ て 支 援 ・ 指

導す る 人材 を 確保 し、 健 全育 成 を図 る 

（空 き 地・ ス タジ オ・ ス ポー ツ のコ ート ）

・  学 校 や 公 民 館 な ど を 子 供 た ち の 活 動 施 設

とし て 確保 す る        （ 市 ）     

短期

～  

中期

5 安全 対 策（ 重 要）  

・ 通学 路 の安 全 を確 保す る （歩 道 の確 保・ 

車の 通 行の 制 限・ 街燈 の 整備 等 ）  

・地 域 住民 に よる パト ロ ール の 実施  （市 ）

短期

6 自然環境の整備・保全 

①  子 供 た ち の 豊 か な 感 性 を 育 む た め に も 、

生 態 系 を 身 近 に 感 じ ら れ る 環 境 を 整 備 ・

保全 す る 

②  自然 環 境再 生 事業 を実 施 する    （ 市 ）

短期
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II 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

②  学 校 教 育 の 充 実 ・ 教 育 環 境 の

整 備  
分科会名 

文化・教育分科会 

（学校教育グループ）

理   由  

学 校 教 育 の 充 実 に は 学 校 が 地 域 と 共 に あ る と い う 視 点 を 欠 く こ

と は 出 来 な い 。 地 域 で 子 育 て を す る と い う 基 本 理 念 の も と 、 学 校

も 地 域 と 共 に 今 ま で 以 上 に 近 い 関 係 に な る こ と が 、 学 校 改 革 を 促

進 し 、 ひ い て は 子 供 た ち 一 人 ひ と り へ の き め 細 や か な 対 応 に つ な

がる 。 

 未 来 を 担 う 子 供 た ち の 健 や か な 成 長 と 、 自 主 的 な 学 習 意 欲 を 促

し、 行 政の 立 場で より 一 層の サ ポー トを 行 う必 要 があ る。 

現   状  

・学 校 は地 域 と共 に歩 む 視点 が 十分 では な いの で はな いか 。 

・地 域 には 学 校教 育に 活 用で き る有 能な 人 材が 多 くい る。 

・先 進 市と 比 較し て市 独 自の 改 革が 遅れ て いる 様 に思 われ る 。 

具体 的 な提 言 の内 容  

No 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 
学 校 施 設 の 地 域 で

の活 用 （重 要 ）  

・空 き 教室 を 地域 市民 に 開放  

・休 日 の体 育 施設 ・図 書 館等 、 施設 の開 放  

   （ 市 /市 民）

短期

2 
地 域 人 材 の 活 用

（ 重 要 ）  

・教 育ボ ラ ンテ ィ ア 制度（教 員 補助・部 活等 ）

* 学区 域 の支 援 組 織設 置 と人 材 登録 

* 学生 の 教育 ボ ラ ンテ ィ アの 活 用 

* 読み 聞 かせ ボ ラ ンテ ィ アの 充 実 

・学 校 評議 員 制度 の見 直 しと 地 域と の連 携 

 * 評 議 員の 権 限、役割 及 び人 選 を見 直す こ

とに よ り、 制 度の 機能 化 を図 る 

・特 殊 学級 ・ 学級 崩壊 へ の支 援 の充 実 

* ADHD・LD 児 の 対応 ス タッ フ の養 成 

・国 際 化へ の 対応   （ 市/市民 ） 

☆モ デ ル地 区 を設 ける の も 、初 期 には 有効 か

短期

3 奨学 金 制度 の 充実  
・現 在 の奨 学 金制 度を 拡 充し 、より 利用 し や

すい 制 度に 変 更す る       （ 市） 
短期
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中 学 校 学 区 域 の 自

由 化 及 び 中 高 一 貫

教育 の 推進  

・部 活 動等 の 各学 校の 特 色を 活 かす 為、学 区

を撤 廃 し自 由 に学 校を 選 べる 様 にす る  

・市 立 高校 の 中高 一 貫化 を 推進 す る    (市 )

短期

5 市立大学構想の充実 
・審議 機 関へ の 市民 参画 と 市民 へ の情 報公 開

・同事 業 に対 す る市 の体 制 強化     (市 )
短期

6 
学 力 向 上 に 寄 与 す

る図 書 館  

・ 全 市 の 読 書 活 動 に 市 立 図 書 館 及 び 地 域 の

支援 と 連携 強 化が 必須    

* 双方 の 図書 デ ー タを オ ンラ イ ンで 結ぶ

（市 /市 民 ）

短期

7 学校 給 食の 見 直し  

・ 地産 地 消の 促 進を 図る      

・自 校 式の 採 用（ 民間 委 託を 含 め提 案） 

・食 育 を進 め る        (市 /市 民) 

中期

8 
教 育 研 究 所 へ の 市

民参 画 

・ 積 極 的 に 研 究 委 員 会 等 へ の 市 民 参 画 を 進

め 、研 究 調査 内 容の 情報 公 開に 努 める（ 市）
短期

9 教育 委 員会 の 改革 
・教育 委 員会 の 機能 化を 図 る事 で 教育 の活 性

化に つ なげ る           （ 市長 ）
短期

10 ゆとり教育の見直し 

・土 曜 日の 利 用 

・ 総合 学 習の 時 間の 充実 を 図る 

* 自ら 考 えさ せ る 授業 の 実施 

* ボラ ン ティ ア 活 動を 授 業へ 取 り入 れる 

・少 人 数学 級 制を さら に 進め る 

（学 年 によ る 段階 的な 人 数編 成 ） 

・教 師 の「 ゆ とり 」づ く りを 図 る 

（市 /市 民 ）

短期

 
＊ 7 で い う 食 育 と は 、 環 境 問 題 や 社 会 シ ス テ ム な ど 食 べ 物 を 取 り 巻 く 環 境 、 食 事

の マ ナ ー な ど を 含 め 総 合 的 に 教 え 、 世 界 の 食 料 事 情 や 農 薬 の 問 題 、 肥 満 や ア レ
ル ギ ー 、 地 産 地 消 な ど の 問 題 を 関 連 づ け て 考 え ら れ る よ う な 教 育 。  

 
＊ １ ０ で い う ゆ と り 教 育 の 見 直 し に は 、「 ゆ と り 」の 名 の 下 に 授 業 数 が 減 り 、そ の

こ と が 学 力 低 下 の 一 因 に も な っ て い る 現 状 認 識 が あ る 。 さ ら に 、 総 合 学 習  
の 時 間 が カ ル チ ャ ー セ ン タ ー 化 し 、 児 童 生 徒 に と っ て 単 な る 休 憩 時 間 の よ う に
な っ て い る こ と が 多 い と の 認 識 か ら 見 直 し が 必 要 と 考 え る 。  
 

 


